




研究目的 

ウィルソン病は常染色体劣性遺伝疾患であり,ほぼ全国的に患者が分布し,その頻度も代謝

性蓄積症のなかではもっとも多いものとされている。本研究は,本症の頻度に地域差がある

か否か,特に重点的に地域調査を実施せねばならないような多発地域が存在するか否かな

どを明らかにする準備としての資料を整理することを目的とした。 


